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芦北町「命のみなとネットワーク」協議会を開催します 
 

 

近年、気候変動の影響により経験したことのない豪雨による洪水や土砂災害等の気象災害

が多く発生しており、陸路が寸断して孤立した被災地においては海上輸送による緊急物資や

生活物資、救援部隊や被災者の輸送等の事例も増えつつあります。 

このため、国土交通省港湾局では、みなとの機能を最大限活用した災害対応のための物流・

人流ネットワークを「命のみなとネットワーク」と名付け、全国各地で取組を展開すること

としています。 

この度、九州地方整備局熊本港湾・空港整備事務所では、芦北町にて取り組み内容を検討

する協議会を開催することとなりましたので、お知らせします。 

 

記 

 

１．日 時 令和４年１２月２２日(木) １０：００～１２：００ 

 

２．場 所 芦北町役場 第二会議室 

〒869-5498 熊本県葦北郡芦北町大字芦北2015 

 

３．議  事 別紙のとおり 

 

４．出 席 者 別紙のとおり 

 

５．そ の 他 協議会は非公開としますが、報道関係者のみ冒頭挨拶まで傍聴及び 

撮影が可能です。また、協議会終了後、ご希望の報道関係者にはブリ

ーフィングを予定しています。 

 

６．取材申込 協議会の取材を希望される方は、１２月２０日(火)までに、下記問 

い合わせ先までご連絡頂きますようお願い致します。 

当日は、現地担当者の指示に従って下さい。 

【新型コロナ感染拡大防止対策のお願い】 

・取材中は、マスク着用にご協力をお願いします。 

・咳などの風邪症状、発熱等、体調不良の方は参加をご遠慮下さい。 

・手指のアルコール消毒にご協力ください。 

 
 

 

 

【問い合わせ先】 

  国土交通省 九州地方整備局 熊本港湾・空港整備事務所  TEL：096-357-0222 
副所長      増田（ますだ） 
企画調整課長   小野（おの） 

 



 

芦北町「命のみなとネットワーク」協議会 

 

○議事 

(１)協議会の設置目的について 

(２)命のみなとネットワークの取り組みについて 

(３)訓練の実施について 

(４)意見交換 

 

○出席者 

芦北町 総務課長 

芦北町 企画財政課長 

芦北町 建設課長 

熊本県 土木部 河川港湾局 港湾課長 

熊本県 芦北地域振興局 次長 

熊本県 芦北地域振興局 土木部長 

国土交通省 九州地方整備局 熊本港湾・空港整備事務所長 

国土交通省 九州地方整備局 熊本港湾・空港整備事務所 副所長 

＜事務局＞ 国土交通省 九州地方整備局 熊本港湾・空港整備事務所 

＜オブザーバー＞ 国土交通省 九州地方整備局 港湾空港部 

別紙 



【｢命のみなとネットワーク｣の形成に向けて
～“みなと”を活用した災害支援事例集ver1～の作成】

「命のみなとネットワーク」について

○近年、気候変動の影響により、これまでに経験したことのない豪雨による洪水や土砂災害等の気象災害が多く
発生。
○陸路が寸断し孤立化した被災地において、緊急物資や救援部隊、被災者等の海上輸送の事例が増えつつある。
○こうした状況を踏まえ、“みなと”の機能を最大限活用した災害対応のための物流・人流ネットワークを
「命のみなとネットワーク」と名付け、各地域で、防災訓練の実施などネットワーク形成に向けた取組を進めていく。

【支援物資輸送拠点】

H30年7月豪雨時の物資輸送
（広島県中田港）

【被災者の救援輸送拠点】

R3年8月大雨で孤立した地域で
住民輸送を実施（青森県風間浦村）

【生活支援拠点】

H28年熊本地震発生後、官公庁船から
市民への給水を実施（熊本県熊本港）

「命のみなとネットワーク」の主な機能

“みなと”を活用した物資輸送や被災者輸送等の防災訓練を定期的に実施。

「命のみなとネットワーク」形成に向けた取組

【国土交通省・市町村等による防災訓練の実施】

R3年10月に浜名港で実施した、船舶を活用した緊急物資輸送・被災者輸送訓練

“みなと”を活用した災害対応支援を行った過去事例をまとめたもの。


